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まちの掲示板まちの掲示板
【
は
じ
め
に
】

　
平
成
２２
年
度
の
入
野
小
学
校
は
、

１
年
生
２８
人
、
２
年
生
３０
人
、
３

年
生
２７
人
、
４
年
生
２７
人
、
５
年

生
２１
人
、
６
年
生
３０
人
。
全
校
児

童
数
は
、
男
子
８５
人
、
女
子
７８
人

の
計
１
６
３
名
で
す
。
学
級
数
は
、

９
学
級（
う
ち
特
別
支
援
学
級
が

３
学
級
）で
す
。（
１０
月
１
日
現
在
）

【
め
ざ
す
学
校
像
】

・
明
る
く
、
生
き
生
き
と
活
動
す

る
学
校

・
学
び
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
協

力
し
合
え
る
学
校

・
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
学
校

・
規
律
の
あ
る
美
し
い
学
校

【
め
ざ
す
児
童
像
】

・
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
る
子

・
自
分
も
友
だ
ち
も
大
切
に
す
る
子

・
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

◆
校
内
研
修
の
充
実

研
究
主
題

　
か
か
わ
り
合
い
・
学
び
合
う
子

ど
も
』
を
育
て
る
〜
言
語
活
動
の

充
実
を
め
ざ
す
授
業
の
創
造
〜
と

し
、
全
教
員
が
公
開
授
業
を
行
い

授
業
改
善
に
向
け
て
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
授
業
と

し
て
は
、
全
学
年
外
国
語
活
動
の

授
業
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
完
全

実
施
と
な
る
５
・
６
年
生
の
外
国

語
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て

研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
研
究
組
織
を

見
直
し
、
授
業
研
究
部
、
基
礎
学

力
・
学
力
分
析
部
、
児
童
理
解
部

の
３
部
会
で
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
児
童
理
解
部
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
声
を
吸
い
上
げ
る
た
め
に
「
気

持
ち
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
た
り
、

生
活
・
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
り
し
て
子
ど
も
た
ち
の
状

況
把
握
と
豊
か
な
心
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

【
高
知
県
教
育
委
員
会
指
定

　
小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
事
業
】

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
事
業
（
県

指
定
）
の
指
定
受
け
、
年
間
３５
時

間
の
外
国
語
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
来
る
１１
月
３０
日
に
は

鳴
門
教
育
大
学
准
教
授
兼
重
昇
先

生
を
お
迎
え
し
て
研
究
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
の
公

開
授
業
と
・
分
科
会
・
講
演
を
行

う
予
定
で
す
の
で
、
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
も
た
く
さ
ん
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
基
礎
学
力
定
着
の
取
組
】

　
基
礎
基
本
の
定
着
を
目
指
し
て

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
計
算
・
漢
字
朝
会

　
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
朝
の

１０
分
間
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
わ
ず
か
１０
分
間
の
取
り
組

み
で
す
が
、
一
年
間
続
け
る
こ
と

で
か
な
り
の
力
が
付
い
て
い
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
毎
週
月
曜
日
に
は
全
学
年
が
一

時
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
学
期
は
、
授
業
時

間
の
確
保
の
た
め
に
授
業
の
補
充

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
学
期
か

ら
は
、
算
数
や
国
語
を
中
心
に
プ

リ
ン
ト
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
学
年
で
は
、
こ
の
時
間
に
学
び

の
教
室
を
利
用
し
て
自
分
の
ペ
ー

ス
に
あ
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
選
び
、

自
学
自
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
く
ろ
し
お
タ
イ
ム

　
１
・
２
・
３
年
生
は
週
１
回
、

４
・
５
・
６
年
生
は
週
２
回
、
放

課
後
の
３０
分
間
を
活
用
し
て
国
語

の
読
解
プ
リ
ン
ト
や
算
数
プ
リ
ン

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
管
理
職
を
含
め
全
職
員
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
読
書
タ
イ
ム

　
今
年
度
も
、
掃
除
の
後
の
１０
分

間
を
読
書
タ
イ
ム
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
年
度
当
初

に
各
学
年
の
必
読
書
を
設
定
し
、

読
み
切
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に

は
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
訪
問
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
水
曜
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
標
準
学
力
調
査
の
結
果
よ
り

　
今
年
度
の
標
準
学
力
調
査
の
結

果
も
、
全
学
年
期
待
正
答
率
を
上

回
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
細
か
く
分
析
を
進
め
て

み
る
と
、
国
語
科
に
お
い
て
「
書

く
こ
と
」
に
お
い
て
弱
さ
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

○
条
件
を
つ
け
て
書
く
こ
と
に
慣

れ
さ
せ
る
。

・
マ
ス
目
の
用
紙
（
５０
字
・
１
０

０
字
・
１
５
０
字
）
を
活
用
し

て
文
を
書
く
。
　

　
そ
の
際
に
、
理
由
や
根
拠
を
入

れ
て
書
か
せ
る
・
例
を
示
し
て

書
か
せ
る
・
接
続
詞
を
使
っ
て

書
か
せ
る
等
。

・
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
残
す
。

・
教
科
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
書
か
せ
る
。

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

入
野
小
学
校

「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、自
ら

考
え
行
動
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
目
指
し
て

校
長
　
筒
井
　
広
実

算数の正答率

86.8 83.8 78.7 87.5

期待正答率

入野小正答率

81.4 74.7 70.4 70.1

第2学年
50.0

60.0

第3学年 第4学年 第5学年

70.0

80.0

90.0

国語の正答率

87.5 84.6 75.4 76.5

期待正答率

入野小正答率

80.7 75.4 70.7 68.1

第2学年
50.0

60.0

第3学年 第4学年 第5学年

70.0

80.0

90.0
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上
川
口
小
学
校

『
学
ぼ
う
・
伝
え
よ
う
・

　
　
　
　
　
高
め
合
お
う
』

校
長
　
柳
川
　
雅
史

0
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40

60

80

100

70.7
68.168.1

国語本校

85.9
90

81.7

71.4

算数期待
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算数本校

90.1

76.3

83.6 83.8

【
は
じ
め
に
】

　
本
年
度
は
、
新
入
生
６
名
を
迎

え
、
児
童
数

３９
名
、（
内
１
名
は
途

中
で
転
校
）
単
式
学
級
４
、
複
式

学
級
１
（
２
・
３
年
）
の
５
学
級

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
本
校
の
児
童
は
、
あ
い
さ
つ
は

比
較
的
良
く
で
き
る
し
、
学
年
に

関
係
な
く
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
素
直
で
真
面
目
な

子
ど
も
た
ち
で
あ
る
が
、
自
主
的

に
何
か
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に

弱
さ
が
あ
り
、ど
う
し
て
も
指
示

待
ち
と
い
う
状
況
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
自
分
で
状
況
判
断
が
で
き
、
自

主
的
に
進
ん
で
活
動
の
で
き
る
児

童
、
人
前
で
自
分
の
思
い
や
意
見

を
堂
々
と
発
表
で
き
る
児
童
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
校
内
研
究
の
主
題
を
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
「
自
分
の
考
え
や
思

い
を
生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

発
表
力
（
表
現
力
）
を
更
に
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
発
展
・
充

実
さ
せ
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
き
た
い
。

◆
発
表
力
（
表
現
力
）
を
高
め
る

取
り
組
み

・
音
楽
朝
会

　
毎
月
１
、
２
回
実
施
し
、
音
楽

祭
前
に
は
集
中
的
に
実
施
す
る
。

美
し
く
響
の
あ
る
歌
声
を
目
指
し
、

歌
う
姿
勢
作
り
か
ら
、
発
声
練
習
・

発
音
練
習
に
も
計
画
的
に
取
り
組

む
。
　
　
　
　
　

・
朗
読
朝
会

　
各
学
級
が
学
期
に
一
度
、
教
科

書
や
作
文
を
み
ん
な
の
前
で
読
む
。

す
ら
す
ら
読
め
る
こ
と
、
大
勢
の

前
で
も
堂
々
と
表
現
で
き
る
こ
と

を
目
指
す
。

・
合
同
総
合
集
会

　
普
段
の
学
習
で
発
表
活
動
に
ま

で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
内
容
は
、
全

体
の
場
で
発
表
す
る
。
年
間
８
回

（
４
回
は
保
護
者
や
地
域
に
公
開
）

計
画
し
、
発
表
力
・
表
現
力
を
養

う
。

・
授
業
に
発
表
（
表
現
）
活
動
を

意
識
的
に
組
み
込
む

　
単
に
答
え
だ
け
の
発
表
に
な
ら

ず
、
結
論
に
至
っ
た
経
過
を
み
ん

な
に
分
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
授

業
を
実
践
す
る
。

◆
学
力
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
「
数
と
計
算
」
の
領
域
を
中
心

に
、
水
曜
日
を
除
く
毎
日
、
児
童

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
進
度
に
応

じ
た
プ
リ
ン
ト
学
習
を
続
け
て
い

る
。
学
年
に
よ
り
漢
字
プ
リ
ン
ト

も
実
施
す
る
。

・
学
習
の
手
引
き

　
児
童
が
自
力
解
決
で
き
る
手
助

け
と
な
る
よ
う
、
国
語
科
と
算
数

科
に
お
い
て
「
一
人
学
習
の
手
引

き
」
を
作
成
し
、
家
庭
で
の
活
用

を
奨
励
す
る
。

・
日
々
の
授
業
実
践
・
授
業
改
善

　
一
時
間
一
時
間
の
授
業
を
大
切

に
し
て
、
授
業
の
め
あ
て
を
明
確

に
し
、
授
業
実
践
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
ど
ち

ら
か
で
授
業
研
を
実
施
し
、
授
業

改
善
に
繋
げ
る
。

①
指
導
主
事
参
加
に
よ
る
指
導
案

検
討
・
授
業
研
・
授
業
反
省

②
教
員
が
児
童
役
と
な
り
行
う
模

擬
授
業
・
指
導
案
検
討
・
授
業

研
・
授
業
反
省

 

　
４
月
に
実
施
さ
れ
た
標
準
学
力

調
査
に
お
い
て
は
、
全
て
の
学
年

で
期
待
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
る

結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
細
か
く

分
析
す
る
と
、
算
数
で
は
、
四
則

計
算
に
ミ
ス
が
多
く
あ
り
、
国
語

で
は
、
読
み
取
る
能
力
や
漢
字
・

言
語
の
知
識
理
解
に
弱
さ
が
あ
っ

た
。
研
究
主
題
の
取
り
組
み
に
加

え
、
読
書
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、

漢
字
小
テ
ス
ト
を
継
続
的
に
行
う
。

◆
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
に
か
か

る
事
業
へ
の
取
り
組
み

①
全
校
児
童
に
よ
る
年
間
２
回
の

通
学
路
清
掃
な
ど
、
社
会
奉
仕

に
関
わ
る
体
験
活
動
。

②
上
川
口
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
の
愛
校
作
業
、
蜷
川
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
、
婦
人
部
の
方
々
と
の
調

理
交
流
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
活
動
。

③
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
作

物
作
り
を
す
る
勤
労
生
産
活
動
。

④
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
を

訪
問
し
て
の
交
流
活
動
。

⑤
上
川
口
の
山
や
川
、
そ
し
て
海

と
親
し
む
自
然
体
験
活
動
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
の
自
然
や
人
の
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
し
、
人
や
自
然

に
対
す
る
優
し
さ
や
豊
か
な
感
性
、

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
た
い
。

ま
た
、
交
流
を
通
し
て
豊
か
な
社

会
性
や
人
間
性
も
育
て
た
い
。

　
そ
し
て
、
保
護
者
・
家
族
・
地

域
の
方
々
に
、
学
校
へ
気
軽
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
「
地

域
の
中
の
学
校
」
で
あ
り
た
い
。

平成22年度標準学力調査正答率

2年 3年 4年 5年
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まちの掲示板まちの掲示板
【
は
じ
め
に
】

　
本
校
は
、
学
級
数
８
ク
ラ
ス
、

生
徒
数
１
９
３
名
、
教
職
員
数

２２

名
で
、
教
育
目
標
は
『
心
豊
か
で
、

た
く
ま
し
く
、
意
欲
を
も
っ
て
学

ぶ
生
徒
の
育
成
』
で
す
。
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
明
る

く
の
び
の
び
と
過
ご
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
し
っ

か
り
頑
張
れ
る
学
校
を
目
指
し
「
集

団
づ
く
り
」「
学
力
向
上
」
を
大

き
な
柱
と
し
て
、
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

【
集
団
づ
く
り
】

　
生
徒
た
ち
は
、
な
か
ま
の
中
で

関
わ
り
合
い
・
認
め
合
い
・
支
え

合
う
中
で
、
個
人
と
し
て
も
、
集

団
と
し
て
も
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
安
心
・
安
定
し
た
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

教
職
員
も
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
と

し
っ
か
り
向
き
合
い
、
子
ど
も
た

ち
の
不
安
や
思
い
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
安
心
・
安
定
し
た
学
校

生
活
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う

生
徒
支
援
・
生
徒
指
導

 　
生
徒
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

温
か
い
学
級
づ
く
り
を
目
指
し
た

「
Ｑ
Ｕ
調
査
」
、
学
校
組
織
が
生

徒
支
援
に
か
か
わ
っ
て
効
率
よ
く

機
能
し
て
い
る
か
を
見
る
「
学
校

風
土
調
査
」
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
つ
い
て
、
学
習
・
進
路
・
学
校

生
活
・
友
人
・
家
庭
生
活
・
心
と

か
ら
だ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を

聞
き
、
教
育
相
談
に
役
立
て
る
「
Σ

調
査
」
。
今
ま
で
も
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
相
談
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
教
師
の
主
観

だ
け
で
教
育
相
談
を
行
う
の
で
は

な
く
、
調
査
結
果
に
よ
る
客
観
的

な
資
料
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
え
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ

ば
よ
い
か
の
研
修
も
行
い
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
支
援
や
、

組
織
的
に
支
援
す
る
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

【
学
力
向
上
】

 　
到
達
度
標
準
学
力
検
査
の
結
果

を
分
析
す
る
と
、
本
校
で
は
活
用

力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
活
用
力

を
つ
け
る
た
め
の
言
語
活
動
を
取

り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
校
内
研

修
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
「
学
力
を
つ
け
る
」
こ
の
こ

と
は
学
校
が
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少

人
数
指
導
、
大
中
タ
イ
ム
（
基
礎

計
算
・
漢
字
）
放
課
後
学
習
室
、

指
導
方
法
の
工
夫
改
善
、
家
庭
学

習
の
点
検
と
添
削
、
生
徒
の
学
力

向
上
に
つ
な
が
る
内
容
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 盧 

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

①
少
人
数
指
導

　
３
年
生
で
は
、
英
語
と
数
学
の

時
間
に
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
割
し
、

１
ク
ラ
ス

１７
〜

１８
名
で
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
目
を
配
る
こ
と
が
で
き
、
授
業

に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
勢
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
人
数
指
導
な
ら
で
は
の
効
果
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

②
放
課
後
学
習
室

　
３
年
生
を
中
心
に
、
放
課
後
２

時
間
程
度
、
３
年
間
の
復
習
を
中

心
に
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今

年
も
高
校
の
時
間
講
師
の
先
生
を

指
導
者
と
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
目
標
と
す
る
進
路
実

現
に
向
け
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

③
家
庭
学
習
の
定
着

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力

の
定
着
と
学
力
の
向
上
に
は
、
家

庭
学
習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
毎
日

の
点
検
と
添
削
で
個
々
の
学
習
時

間
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

盪 

教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
向
上

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
、
学
習
指
導
員
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
な
ど
、
専
門
の
皆
様
に
協
力

頂
い
て
い
ま
す
。
生
徒
の
悩
み
相

談
や
支
援
の
み
な
ら
ず
、
宿
題
の

添
削
、
授
業
に
つ
い
て
の
助
言
な

ど
、
教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
の

向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

【
生
徒
が
主
役
】

　
２
学
期
は
運
動
会
・
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
多
数
の
皆
様
に
ご
参
観

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
輝
い
て
い
る
笑
顔
が

素
敵
で
し
た
。
生
徒
全
員
が
心
を

一
つ
に
し
て
歌
い
き
っ
た
合
唱
、

力
強
い
歌
声
が
体
育
館
中
に
広
が

り
ま
し
た
。

大
方
中
学
校

『
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
く
、

　
意
欲
を
も
っ
て
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
生
徒
の
育
成
』

校
長
　
岡
闢
　
哲
也

大学教授を招聘しての校内研修

言語活動を取り入れた事業

3年生の学年合唱

0
国語

期待正答率を100とした場合の結果

109.6

平成22年度標準学力調査（4月実施）
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